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調査を設計し、実施する際の留意
点の説明が不十分である。

調査を設計し、実施する際の留意
点を説明できる。

到達目標 評価項目
評　価　基　準

授業内容の習熟を超えたレベルに達
成している（Ｓ）

授業内容の習熟を達成している
（Ａ）

授業内容の習熟と到達目標の間にあ
るレベルを達成している（Ｂ）

到達目標を達成している（Ｃ） 到達目標を達成できていない（Ｄ）

社会調査の基礎用語を列挙するに
留まり、調査の流れを説明できな
い。

（１）社会調査の基礎用語を理解
し、調査の流れを説明できる。

理解力 社会調査の基礎用語を深く理解
し、調査の流れを詳しくかつ分か
りやすく説明できる。

社会調査の基礎用語を理解し、調
査の流れを詳しくかつ分かりやす
く説明できる。

社会調査の基礎用語を理解し、調
査の流れを分かりやすく説明でき
る。

社会調査の基礎用語を理解し、調
査の流れを説明できる。

調査を設計し、実施する際の留意
点を、調査の各段階において説明
できる。

調査を設計し、実施する際の留意
点を、調査の各段階において詳し
く説明できる。

自らの研究計画に基づく調査を設
計し、実施する際の留意点を、調
査の各段階において詳しく説明で
きる 。

（３）調査を設計し、実施する際
の留意点を説明できる。

説明力

調査倫理の意義を理解しておら
ず、遵守する態度が形成されてい
ない。

理解力
(社会調査の倫
理)

（２）調査倫理を遵守する態度を
有している。

自ら研究を進めるに当たって求め
られる、より高度な調査倫理を遵
守する態度を有する。

授業課題などで自分で調査を実施
する際に求められる、より高度な
調査倫理を遵守する態度を有す
る。

調査を実施する際に求められる、
より高度な調査倫理を遵守する態
度を有する。

調査を実施する際に求められる、
調査倫理を遵守する態度を有す
る。
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人間や人間社会に関する課題につ
いて、考察できる態度を有してい
ない。

（３）人間や人間社会に関する課
題について、多面的に考えようと
する態度を有している（態度）。

問題解決力 人間や人間社会に関する課題につ
いて、講義内容を超えて、多面的
に考察できる態度を有している。

人間や人間社会に関する課題につ
いて、多面的に考察できる態度を
有している。

人間や人間社会に関する課題につ
いて、複数の視点で考察できる態
度を有している。

人間や人間社会に関する課題につ
いて、考察できる態度を有してい
る。

「人間科学」の形成過程とその学
問的位置づけについて、理解して
いない。

（２）異なる「人間像」を偏りな
く理解し、説明できる（知識・理
解）。

理解力 異なる「人間像」を偏りなく複数
の視点から、理解し説明できる。

異なる「人間像」をほぼ偏りなく
複数の視点から、理解し説明でき
る。

異なる「人間像」を不十分である
が複数の視点から、理解し説明で
きる。

異なる「人間像」を複数の視点か
ら、最低限理解し説明できる。

異なる「人間像」を複数の視点か
ら、理解していないし、説明でき
ない。

（１）「人間性」を主題とする諸
学問分野の理解に基づき、人間科
学の学問的位置づけを説明できる
（知識・理解）。

理解力 「人間科学」の形成過程とその学
問的位置づけについて、講義内容
を超えた、自主的な学修が認めら
れる。

「人間科学」の形成過程とその学
問的位置づけについて、授業内容
をほぼ理解している。

「人間科学」の形成過程とその学
問的位置づけについて、不十分で
はあるが、理解している。

「人間科学」の形成過程とその学
問的位置づけについて、最低限理
解している。

到達目標 評価項目
評　価　基　準

授業内容の習熟を超えたレベルに達
成している（Ｓ）

授業内容の習熟を達成している
（Ａ）

授業内容の習熟と到達目標の間にあ
るレベルを達成している（Ｂ）

到達目標を達成している（Ｃ） 到達目標を達成できていない（Ｄ）
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